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ＶＢＡを用いた固定抵抗器の 
カラーコードの読み取りの指導 

＜製作の動機・目的＞ 
 中学校の電気領域で製作する教材に使用する電子部品の代表例として固定抵抗器があげられる。生徒はその特

徴として抵抗値の違いがその色帯の違いに関係しているところまでは理解できても，その意味するところまでは

至っていない。そこで本研究では，そのカラーコードの読み取り方法を公式による算出だけではなく，直感的に

理解できるよう視覚に訴えるプログラムを開発した。 
 
＜利用方法と工夫した点＞ 
  
今回用いたソフトは Visual 
Basic for Applications 略称

VBA である。マイクロソフ

ト社製の Microsoft Office シ

リーズに搭載されているプ

ログラム言語である。数多く

あるプログラム言語の中か

ら，この言語を選定した理由

はその汎用性にある。

Microsoft Officeシリーズがデ

ファクトスタンダードとし

て学校はもちろんのこと，家

庭でもインストールされて

いることが一番の理由であ

る。今回の開発環境はマイク

ロソフト社製の表計算ソフ

ト「Excel」の中でVBAを活

用した。 
＜主な構文＞  
色帯の色とその色の表す数字だけに「Select case
case文」を用い，あとは「Excel」の標準機能で

である「＝」と「関数」を用いた。そのため，

プログラムとしては非常に簡単にしかも数個

の構文で済んだ。 
 
＜許容誤差の範囲を求める意義＞ 
 子どもたちが「誤差」について学ぶ機会は少

少ない。ましてや「許容誤差」まで考えること

とは技術科を除けば，ないといっても過言では

はない。そこで，計算で求めることに終わらず，その値と回路計での測定値を比べ，許容範囲なのかどうかを考

えさせることも非常に重要な技術科の役割と考える。 
 
＜終わりに＞ 
 本研究では，教具として開発を進めたが，教材として実際に生徒がプログラミングして上記のようなソフトを

開発することが可能である。構文の種類ならびのその量は多いものではないので中学校現場でも十分に指導でき

る内容となっている。新学習指導要領では計測・制御が必修領域となり，その教材の開発が求められている。そ

のきっかけになればと思い，研究を進めている。 
 


